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５章　野菜類

コンニャク　英名：Elephant foot　分類：サトイモ科コンニャク属に属する多年生植物
　学名：Amorphophallus konjac k.koch

・�原産地：インドまたはインドシナ半島（ベトナム付近）。
・�温度適応性：比較的温暖な気候を好む。年平均気温が 13℃以上必要なため、冷涼地での栽
培はできるものの、大きく育つことが難しく露地栽培では東北南部が北限である。
・発芽適温：15 ～ 20℃。
・生育適温：20 ～ 30℃前後。比較的高温性で耐暑性は強い。
種イモの貯蔵温度は、7～ 8℃（生子は 10℃）以下にならないように貯蔵する。
・光適応性：比較的強光を必要とする。
・土壌適応性：砂壌土や火山灰のような排水がよく、耕土が深いところを好む。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.5 ～ 6.5）。酸性になると生育不良になりやすい。
・�花芽分化と抽苔：ある程度株が大きくならないと開花しない。通常 5～ 6 年株の大きさに
なると開花し、花は濃い赤紫色でサトイモ科の水芭蕉やカラーに似ている。

・作型別栽培方法
　コンニャクは、ジャガイモと同じように種イモから増殖し、ジャガイモと違って収穫まで
3～ 4年かかる。
1年目：�春に種イモを植付けると新しいイモができ、そこから地下茎が伸び、秋には生子（小

イモ）が作られ、この生子を収穫、貯蔵する。
2年目：�翌春に生子（約 15g）を植付け、5～ 8倍程度に肥大したイモを秋に掘り上げ貯蔵

する。（イモの大きさ 100g 程度）
3年目：�2 年目の貯蔵したイモを植付け、秋にイモを収穫する。2年目からさらに 5～ 6倍

程度に肥大し、500g 以上のイモは加工原料として出荷する。小ぶりのイモや生子
は翌春植付け用として貯蔵する。

4年目：�春に 3年目の小ぶりのイモを植付け、秋に収穫する。500g 未満の種イモを植付け
るため、秋には 2kg 以上になり、すべて出荷できる。


